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はしがき 
 
 
 本報告書はプロジェクト研究「帝国・戦争・「愛国心」に関する比較研究」の成果を反映し
ている。 
このプロジェクト研究のねらいは、「ネイション」をはじめとするアイデンティティーの問
題、あるいは特に「愛国心」という現象を、歴史学的観点から再検討することにある。現在、
われわれがあたり前のもののように口にしている「民族」や「国民」という概念、あるいは「愛
国心」という現象は、実はあくまで近代以降の世界のシステムの中で、特定の歴史的・政治的
文脈において機能しているものである。これらの概念や現象の意味を考える際には、近代の世
界を特徴づけてきた植民地支配や戦争という要因を避けて通ることはできない。 
「ネイション」や「愛国心」は、欧米・日本等の先進資本主義諸国の場合には、往々にして、
植民地支配や侵略戦争に国民を動員するための概念として機能してきた。逆に、植民地支配下
に置かれたアジア・アフリカ等の諸地域においては、「民族」は、解放をめざすたたかいの過
程で民衆がさまざまな試行錯誤を経てかちとってきたもの、民衆によって「下から」獲得され
たものである場合も存在する。だが、その場合も、植民地支配下での分断統治や、それに伴っ
て作り出された「人種」概念、アイデンティティー・ポリティクスの負の遺産は独立後の各国
の政治プロセスに影響を与え続けており、民族のあり方をめぐる困難な模索は現在も続いてい
る。今日の世界の諸地域におけるアイデンティティーの問題は、今も根底においては近代にお
ける「帝国」の論理や「戦争」の記憶に規定されつづけていると言える。 
本報告書は２本の論文と１篇の「史料紹介・解説」から成っている。 
武田祥英「「英国人」と「ユダヤ教徒」のはざまで―パレスチナ政策に対する英国ユダヤ教
徒合同外交委員会（CJC）の批判の意味をめぐって―」 は、「英国民」としての誇りと「ユダ
ヤ教徒」としての自意識を両立させようとしていた英国のユダヤ教徒コミュニティーのエリー
ト層の模索が、第一次大戦期に「帝国」側の論理との相克の中で挫折していく過程（＝それは
「ユダヤ人」を「民族」として捉えることで中東への入植運動を推し進めるシオニズムの台頭
と表裏一体の現象であった）を分析した論文である。 
つづく佐藤理「南アフリカ ANC（アフリカ民族会議）の反アパルトヘイト闘争――戦略と
人民観をめぐって」は、20 世紀後半の南アフリカにおける民族解放闘争の過程を、ANC とい
う「組織側」と民衆の間の緊張関係にも目配りしつつ検討した論文である。形式的には独立国
（「白人の南ア」）でありながらその内部に事実上の植民地（「非白人の南ア」）を内包する「特
殊な植民地」において展開される解放闘争の複雑性が、ANCの「ゲリラ戦争」路線の性格、「民
族」理論の変遷等の分析を通じて明らかにされ、民衆を「指導」するはずの組織側が実は逆に
  
 
民衆に規定され、民衆の現実の運動の中から生まれた理論や戦略を受容して変化していたこと
が指摘される。 
最後に、栗田禎子「「愛国心」の脱構築をめざした人々―「社会主義連盟」、ブラント、ロー
トシュタインに見る「商業的愛国心」批判」は、（時代は再び遡るが）19世紀後半から第一次
大戦期にかけてのイギリスで、「愛国心」を脱構築しようとする試みがどのように展開してい
たかをめぐる史料紹介・解説である。「愛国心」をめぐる論争はその当初から帝国主義戦争の
展開と不可分に結びついていたことを明らかにすると共に、帝国主義的「愛国心」を克服しよ
うとしたさまざまな議論の内容を比較・検討している。 
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